
















えるため、平成 27 年に民間企業の正規職についた新入社員（大学・大学院卒）を 5 年間追跡するパネ







①調査対象： 第一回調査の対象は、調査協力企業 17 社に、平成 27 年に入社した新規学卒者（大学・大
学院卒）2137 人（女性 836 人、男性 1301 人）。第二回以降の調査では、各調査実施時点
で当該企業を退職している者は対象外。
　　　　　　 企業 17 社は、正社員が 3000 人以上（10 社）、1000 人以上 2999 人以下（4 社）、800
人以上 999 人以下（3 社）の大企業で、金融業 1 社、建設業 1 社、コンサルタント業 1 社、
サービス業 7 社、商社・卸業 1 社、通信・ソフト業 2 社、製造業 4 社（本社は東京 15 社、
埼玉 1 社、大阪 1 社）。
②調査方法：WEB アンケート調査
③回 答 数：第一回調査（入社 1 年目）1260 人、回答率 58.9% ※有効回答数 1255 人（女性 474 人、男性 781 人）
　　　　　　第二回調査（入社 2 年目） 979 人、回答率 50.7% ※有効回答数 975 人（女性 393 人、男性 582 人）
























　男女ともに仕事満足度は年々低下するが、2 年目から 3 年目にかけての低下は比較的緩やか。毎年、
男性の方が「満足している」割合が多い（図 1）。「担当業務を遂行するための知識・技能」の自己評価
は男女ともに年々上昇するが、2 年目以降は男性の方が高い（図 2）。男女ともに、毎年 7 ～ 8 割が「企
業目標への貢献」を意識しているが、男性の方が「あてはまる」割合が多い（図 3）。
〇転職希望
　「3 年間一貫して転職希望あり」は男女ともに 2 割。「3 年間一貫して転職希望なし」は女性 3.5 割、








　「3 年間一貫して管理職希望あり」は女性 3.5 割、男性 8 割（図 10）。
「一貫・管理職希望（=3 年間一貫して管理職を希望）」女性と「管理職希望・喪失（=1 年目は管理職






いる」を肯定する割合が比較的多い（図 11 ～図 15）。
「一貫・管理職希望」女性と「一貫・管理職希望」男性の比較
知識技能の自己評価・求められる成長スピード・残業頻度
　知識・技能の自己評価は、1 年目は女性の方が、3 年目は男性の方が高い（図 16）。求められる成長
スピードは、2 年目は男女差があまりないが、3 年目は男性の方が「早い」と感じている（図 17）。残
業頻度は 1 年目・3 年目ともに男性の方が多いが、3 年目の方が男女差が大きい（図 18）。
































































































※分析対象：入社 1年目～ 3年目の全調査に回答した女性 229人、男性 346人
転職希望の変化
一貫・転職希望あり：3 年間一貫して「転職したい」 女性 20.1％、男性 19.7％























































































































































































































































































1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目 1年目 2年目 3年目

































































一貫・管理職希望：3 年間一貫して「管理職をめざしたい」 女性 35.1％、男性 79.1％
管理職希望・喪失：1 年目は「めざしたい」が、2 年目 or3 年目以降は「めざしたくない」
  女性 26.6％、男性 12.2％
●女性間の比較：「一貫・管理職希望」と「管理職希望・喪失」
やりがい・知識技能の自己評価
○  1 年目は、仕事のやりがい（図 11）や担当業務を遂行する知識・技能の自己評価（＝「十分にある」
＋「ある程度ある」の割合）（図 12）に比較的差がない。
















































































○  1 年目は、企画提案（＝「あてはまる」＋「どちらかというとあてはまる」の割合）（図 13）や残業
頻度（＝「ほぼ毎日」の割合）（図 14）、リーダー適性観に比較的差がない（図 15）。





























































































○ 知識・技能の自己評価は、1 年目は女性の方が、3 年目は男性の方が高い（図 16）。
○ 求められる成長スピードは、2 年目は男女差があまりないが、3 年目は男性の方が「早い」と感じて
いる（図 17）。
　※ 1 年目調査では「求められる成長スピード」について尋ねていないので、2 年目と 3 年目の回答を比較



















































































一貫・管理職希望女性 一貫・管理職希望男性 一貫・管理職希望女性 一貫・管理職希望男性
ほぼ毎日
ほとんどない
